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９月８日、なすまどか議員が一般質問を行い、中心市街地の再開

発問題、駐輪場の有料化問題、国民健康保険など福祉の充実などを

取り上げました。主なものをご紹介します。 
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 右の表は、日本政府観光局が発

表した2009年度の国際会議の規

模別の開催状況です。1000 人規

模以下の会議が 9 割を占める一

方、2000 人以上の大規模会議は

全体の 7％に過ぎません。 

 熊本市では、市民会館や近隣施

設を利用すれば 2000人規模の会

議は開催可能です。 

 ほとんどの会議は器の問題な

く誘致できるもので、熊本市の特

徴である地下水資源をいかした

自然・環境分野のコンベンショ

ン、大学との連携や医療・福祉の

先進都市となるよう取り組みを

進めるなかで、「主催能力」を引

き上げることが、コンベンション

誘致につながります。 
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 熊本市、熊本県、熊本大学の 3

者は、3000 人規模の国際会議場の

建設について交通センターのある

桜町地区への立地で合意したとの

記事が地元紙に掲載されました。 

 「財政的な検証をしたのか」と

の質問に対して、幸山市長は、「利

用者見込みや費用対効果（投資に

見合った効果があるのか）の検証

はこれから」と答弁。検証もせず

に収容規模だけを決めるというの

は本末転倒です。 

 再開発によるハコモノ建設は

莫大な費用がともない、くら

し・福祉の分野にも深刻な影響

を与えます。大型国際会議場計

画は中止し、既存施設の利活用

による取り組みを求めました。 
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熊本市では、障がい者の社会参加の

促進を図るため、福祉タクシー券を交付

しています。しかし、重度障がい者の家

族からは、「タクシーの利用が難しいこ

とから、ガソリン券との選択制を導入し

てほしい」との声が寄せられています。 

 なす議員は、ガソリン券との選択性の

導入を求めました。市は「障がい者本人

が使っているか確認できない」ことを理

由に、「慎重に検討」と回答。 

札幌市、仙台市など政令市７市でも

実施している制度で、熊本市でできない

理由はありません。 
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９月議会には、中心市街地の市営

駐輪場を有料化する条例案が提案

されました。これは、市が策定した

「放置自転車ゼロ作戦」で位置づけ

られたものです。来年６月をめど

に、市街地の５つの駐輪場を有料

化。その他の市営駐輪場は、廃止も

しくは民間経営に譲るという方針

です。放置自転車に対して、これま

で以上に指導と撤去の強化で対応

することも明記されています。この

方法で、果たして、「おでかけした

くなるまち」になるのでしょうか？ 

一般質問では、市が計画をしてい

る駐輪場有料化についての問題点

を指摘し、改善を求めました。 

● 中心市街地にある１８００台の放置自転車を解消するために、行政では

（費用がかかるため）スペース確保が難しく、市営駐輪場を有料化するこ

とで、民間業者が駐輪場経営に参入し、スペースの確保が図られる。 

● 放置自転車に対しては、指導員の指導の強化・撤去の強化で対応。 

● 他の交通機関利用者と比べて負担が不公平（車は駐車場代を払っているの

に自転車利用者はタダでとめていることは不公平）。 

右のグラフは、人ひとり１ｋｍ

運ぶときに排出される二酸化炭

素の量です。他の交通機関と比

べ、自転車が環境に優しい乗り物

であることが一目瞭然です。 
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一度に買い物できる金額は少ないものの、車での来街者にくらべ、より頻

繁に街に出かけ買い物をする自転車利用者。自家用車の約８倍の金額（車１台

のスペースあたり）を消費しており、地域経済にも貢献しています。 

  

 

アメリカのポートランドでは２０４０年までの自転車利活用推進計画を策

定。この計画を実行することにより、死亡率が低下し医療費の抑制効果等で

約６００億円の費用削減効果があるとの試算もされています。 

  

 

オランダをはじめ自転車利用が進んでいる国で

は、有料だった駐輪場を「無料化」する流れが広が

っており、利用も大幅に伸びています。 

目的地の近くに無料でとめることができる駐輪

場の整備が、自転車利用を進めるためには丌可欠

ということを示しています。 

  

 

 下通り・上通りに近い場

所（銀座通り、シャワー通り

等）に自転車ラックを可能な

限り設置し、利用しやすい駐

輪スペースを確保することで

利便性の向上に。 

政令市移行後は区役所が設置され

るため、今の市役所立体駐車場も利用

者が減少することが予想されます。駐

輪場へと転用すれば、かなりのスペー

スが確保できます。  
ヨーロッパでは商店近くに無数のラック 


